
２００７．３．２１ （４）

「町田っ子カリキュラム」�
作成・実施の目的�
�
・今後取り組む必要度の高い教育課
　題について、町田市立全小・中学
　校で効果的、効率的に学習できる
　ようにする。�
・町田市としての学校教育の特色を
　打ち出し、市民や保護者の学校に
　対する関心を高める。�
・学校教育から保護者や地域への情
　報発信を積極的に行い、理解と協
　力を得て、学校、保護者、地域の
　連携を一層進める。�
・四つの領域を推進力として、
　小・中学校の接続・発展や連携へ
　の意識を高める。�

①規範教育�
　児童・生徒に社会のルールや常識、人間
関係の大切さ、善悪判断などを教えていく
新しい枠組みの内容を町田市独自の教育カ
リキュラムとして作成する。道徳授業地区
公開講座などを通して地域社会全体の課題
意識を高めるよう学校教育から情報発信し
ていく。�

③英語教育�
　小学校の英語活動と中学校の英語指導を
効果的につなげるカリキュラムを作成する。
国際感覚やコミュニケーション能力、文化
理解などを高め深めることで、国際社会で
活躍する人間を育てる。地域や保護者の教
育ニーズに応え連携・協力を一層進める。�

②キャリア教育�
　職場体験、社会体験等の取組みを通して、
児童・生徒に望ましい勤労観、職業観を育
て、社会の一員としてたくましく生きる力
を育てるためのカリキュラムを作成する。
地域社会全体で子どもを育てる素地を形成
し、地域とともに子どもの健全育成を推進
する。�

④食育�
　地産地消、食品の安全、礼儀作法、栄養
や健康などを内容とし、学校・家庭・地域
の連携を進めるカリキュラムを作成する。
産・学・官連携などを視野に入れた教育活
動を推進するとともに、「早寝早起き朝ご
飯」などについて、地域社会全体に情報発
信していく。�

地域型小中一貫指導推進校の目的�

・学力や生活指導の課題を共通に抱
　えている同地域の小・中学校の状
　況改善を図る。�
・課題解決、格差是正を通して、義
　務教育公立学校の責任を果たす。�
・地域や学校の実態や実情に応じた
　小中一貫指導計画を作成し実践す
　ることを通して、指導の重点の共
　有、合同研修会や授業交換などを
　通じた教員の交流、時間割編成の
　工夫、小中合同の教育活動の推進
　など、実際的な小中連携策を進め
　る。�
・同じ地域の小・中学校が「育てた
　い力」などを共通理解し、特色あ
　る一貫教育を進める。�

２００６年度�
１０月　カリキュラム作成委員会
　　　スタート（１年次）�
１２月　モデル校募集（全市型・地域型）�
２月　モデル校決定（全市型・地域型）�
３月　カリキュラム理論編完成�

（含：年間指導計画）�

２００７年度�
４月　モデル校スタート�
５月　カリキュラム作成委員会
　　　スタート（２年次）�
２月　モデル校成果報告会�
３月　カリキュラム実践編完成
　　　（含：子ども向けテキス
　　　ト、資料等の一部）�

２００８年度�
４月　全市型カリキュラム
　　　全校実施�
５月　教材等作成委員会ス
　　　タート（完成後、随
　　　時配布）�
２月　地域型モデル校成果報告会�
３月　カリキュラム実践編完成�

２００９年度～�
○全市型カリキュラム全校実施�
※子ども向けテキストにつ
　いては、毎年、該当学年
　に配布�
○地域型は希望校のみ実施
（含：小中一貫校の研究）�

①指導補助者の派遣・配置�
　地域の大学等と連携して指導補助者や協
力者を大勢派遣することを通して、より活
気のある学校をつくるとともに、ニーズや
課題に対応する学校力を高める。課題を明
確にし、小中をつなぐ役割として学校サポ
ーターを配置する。�

③地域・関係諸機関との連携推進�
　地域関係者や関係諸機関との連絡会を設
置するなどして、生活指導や学習指導への
地域人材の支援体制を確立する。特に、非
行・問題行動への対応策として、部活動や
職場体験などを中心とする個別カリキュラ
ムの検討や教育委員会が主催する独自教育
機関との連携も視野に入れて進める。�

②学習システムや支援体制の確立�
　学校ＬＡＮを効果的に活用して、教材コンテ

ンツや自習用プリントなどの活用を工夫し、児

童・生徒の学習意欲を高める環境を整備する。�

　また、地域や大学、民間企業などの協力を得

た土曜日や長期休業日等の補習体制を確立する。�

④独自の取組みの推進�
　地域ごとに以下のような独自の取組みを
工夫し、教育委員会と協議しながら小中一
貫の具体策を進める。�
　・指導の重点の共有化、９年間の指導計画の作成�
　・小中の合同行事、合同研修会�
　・小中合同学校運営協議会�
　・一日の時程の小中共通化�
　・合同職員室や施設の共同利用等�

実施スケジュール実施スケジュール�実施スケジュール�

２　小中一貫指導推進校のモデル指定～地域型一貫教育事業～�

１　小中一貫「町田っ子カリキュラム」の作成・実施～全市型一貫教育事業～�

町田市小中一貫教育推進事業の概要�
　

平
成　

年
９
月
か
ら
平
成　

年
２
月

１８

１９

ま
で
の
間
に
定
例
会
６
回
、
臨
時
会
３

回
が
開
催
さ
れ
、　

件
の
議
案
を
審
議

２１

し
、
３
件
の
協
議
、
２
件
の
請
願
、　
４５

件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
議　

案
】

○
町
田
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

○
町
田
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
学
校
図
書
指
導
員
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

○
町
田
市
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

【
請　

願
】

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
人
の
心
を
大
切
に
す
る
教
育
を
基
本
に
、
創
造

的
で
知
性
と
感
性
に
あ
ふ
れ
た「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
協
力
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
豊
か
な
情
操
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
自

然
環
境
を
守
り
平
和
を
愛
す
る
こ
と
、
社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
地
域

に
か
か
わ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」
で
示
し
た
よ
う
な
個
性
豊
か
な

生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
、
以
下
の
基
本
方
針
で
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針
１　

人
権
尊
重
の
徹
底

　

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
「
町
田
市
子
ど
も
憲
章
」
な
ど
の
趣
旨
を
生
か
し
た
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
全
体
を
通
し
て
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
偏
見
や
差
別
で
も
許
さ
な
い
理
念
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２　

生
涯
学
習
の
促
進

　

市
民
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
習
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
充
実
し
、

相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
合
っ
て
、
生
涯
学
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
ま
す
。

基
本
方
針
３　

健
全
育
成
の
推
進

　

信
頼
と
尊
敬
が
得
ら
れ
る
社
会
人
を
育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
規
範
意
識
を
高
め
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
関
係
諸
機
関
が
緊

密
に
連
携
し
合
っ
て
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

基
本
方
針
４　

学
校
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
希
望
を
も
ち
、
力
強
く
成
長
で
き
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
ら
学
ぶ
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
の
育
成

を
重
視
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
５　

社
会
教
育
の
充
実

　

市
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
習
の
場
や
機
会
を
提
供
し
、
指

導
者
の
充
実
、
施
設
の
整
備
な
ど
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
６　

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
年
齢
に
応
じ
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
触
れ
合

い
、
親
し
め
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２００７年度
（平成１９年度）
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○
「
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
に
お
け
る

国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
つ

い
て
（
通
達
）
」
撤
回
を
求
め
る
請
願

･
･
･
不
採
択

○
「
教
育
委
員
会
後
援
事
務
取
扱
要

綱
」
を
市
民
の
分
か
り
や
す
い
も
の
に

す
る
よ
う
に
求
め
る
請
願

・
・
・
不
採
択

【
協
議
事
項
】

○
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
取
組
み
に
つ

い
て

○
図
師
町
に
新
設
す
る
小
学
校
の
名
称

に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
２
及
び

第
１
８
０
条
の
７
の
規
定
に
基
づ
く
事

務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
立
図
書
館
と
和
光
大
学
図
書

館
に
お
け
る
協
力
貸
出
に
関
す
る
確
認

書
に
つ
い
て

○
町
田
市
障
が
い
者
青
年
学
級
に
関
す

る
名
簿
等
の
個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て

○
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
の

開
館
後
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
町
田
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会
か
ら

の
報
告
に
つ
い
て

○
学
校
図
書
館
充
実
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
つ
い
て

　

市
立
小
･
中
学
校
全
校
に
お
い
て
、

小
中
学
校
９
年
間
で
一
貫
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　

現
在
、
規
範
教
育
、
英
語
教
育
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
食
育
の
四
つ
の
内
容
を

検
討
し
て
「
小
中
一
貫
町
田
っ
子
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
四
つ
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

代
表
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
と
も

に
、
町
田
市
の
学
校
教
育
の
特
色
と
な

る
も
の
で
す
。
教
科
の
学
習
に
つ
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
小
・
中

学
校
で
の
指
導
内
容
が
効
果
的
に
つ
な

が
る
よ
う
に
充
実
・
改
善
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
そ
の
教
科
の
学
習
に
基
づ
く

「
確
か
な
学
力
」
に
加
え
て
、
四
つ
の

内
容
を
柱
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
校
教
育
を
推
進

し
、
「
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
間
」

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

同
一
地
域
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い

て
共
通
す
る
課
題
に
対
し
て
、
小
・
中

学
校
９
年
間
を
見
通
し
て
取
り
組
む
事

業
で
す
。

　

地
域
の
小
・
中
学
校
に
生
活
指
導
上

の
課
題
や
学
力
向
上
の
課
題
が
共
通
し

て
あ
る
場
合
、
小
・
中
学
校
が
連
携
を

密
に
し
て
効
果
的
な
指
導
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域

型
の
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
「
小
中
一

貫
学
力
向
上
推
進
校
」
「
小
中
一
貫
生

活
指
導
推
進
校
」
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

研
究
指
定
を
希
望
す
る
小
・
中
学
校

が
し
っ
か
り
と
手
を
結
び
、
学
力
向
上

や
生
活
指
導
改
善
等
の
課
題
解
決
に
あ

た
る
た
め
の
一
貫
し
た
指
導
計
画
を
作

成
し
、
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
教
員
や
子
ど
も
同
士

の
交
流
、
時
間
割
の
工
夫
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
の
学
校
ご
と
に
創
意
工
夫
し

た
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
に

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
支
援

や
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
規
範
教

育
、
英
語
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
食

育
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
学
校
だ
け
で

効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
も
の

で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
家
庭
で
実
践
す
る
こ
と
や
、
地

域
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
お

借
り
し
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
学
校
で
の
取
組
み
に
当
た

っ
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
２

事
業
を
通
し
て
、
２
０
０
８
年
度
か
ら

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　小中一貫教育についての詳細情
報（今年度行ったカリキュラム作
成検討委員会の協議経過等）は町
田市のホームページ〈教育→学校
教育→町田市の小中一貫教育〉に
掲載しております。ぜひご覧いた
だき、ご意見・ご感想をお寄せ下
さい。
□問 学校教育部指導課
�７２２－３１１１（内線３６５２）

①
小
中
一
貫
町
田
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

②
地
域
型
の
小
中
一
貫
指
導
推
進
校

〈
地
域
・
保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
〉

保保
護護
者者
やや
地地
域域
とと
とと
もも
にに

子子
どど
もも
をを
育育
てて
るる

町町
田田
市市
のの
小小
中中
一一
貫貫
教教
育育

２２
００
００
８８
年年
度度
スス
タタ
ーー
トト


